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(1) 塩酸処理: 0.1 規定の塩酸を約 5 秒間室温で砥石研磨面に作用させたD
filmy replica 像では， replica 面に歯質の一部が附着し，その剥離物は幅が約 100mμ のりポγ状
のものであった口 blank replica を重ねると，剥離物が少なくなるが，剥離物の pattern が得られ，
その pattem の幅も約 100mμ のリボン状をなしていたD なお，その pattern の聞に約 20mμ の







(2) 蟻酸・三塩化酢酸・乳酸処理: 各 20% 液で砥石研磨面を約 3 分間処理した。
共通所見として， filmy replica で 40""100mμ の幅をもっ P ポン状のものを見，その中央を縦軸
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に走る約 10mμ の低電子密度の 1 線を見た。
(3) EDTA 処理: pH 7.8 に補整したものを 37 0C で 10 分間砥石研磨面を処理した。
幅が 40，..._，70mμ 位のリボン状のものを見たに過ぎない口
(4) nagarse 処理 Crystal1ine bacterial proteinase を約 pH 7 にし 37 0C 8 時間，.._， 2 日間砥石
研磨面を処理した。
同一視野内で， 9 ボン状のものの集合と蜂の巣の網目を思わせる像を見たD 別の標本で，狭い介在





幅 100 mμ 前後の P ボン状のものと 50，.._，100mμ の線維様のものを見た口
(6) nagarse 処理粉末法 nagarse に浸漬して超音波の cavitation を利用して粉末化した。
幅 100mμ 前後の P ボン状のものを見た。なお，一二のリボン状のものを電子回折して， Laue spot 
が顕著で，その数の多いことから， 9 ボン状のものは複雑な構造を持つ結晶であるとの推論を得た。
(7) 破折法: 単に破折したそのままと破折面に nagarse を作用させたものとを見た。
両方に共通することは，結晶の切り口が出たとされる破折面を見ると，結晶の切り口の模様が蜂の
巣の網目を思わせる像を示し，切り口の大きさは約 280mμ と大きなものから約 30mμ と小さなも
のも見るが， 100mμ 前後のものが多かったD その形は 6 角に近いものも散見したが，大部分のものは
角の丸味を帯びた多角形であるか，もしくは角がとれて楕円に近いようなものであったD 各結晶間に
約 20mμ の狭い結晶問介在物の見られる場所と見られない場所とが混在していた。なお，部位によっ





乳酸・ EDTA などを研磨面に作用させた処理面の観察を行ない，また， Nagarse (Proteinase の一種)
を働かして， Replica 法で観察し，また，乳鉢法で粉末にして直接電顕試料として観察し，さらに，一
見原始的な方法ではあるが破折法によって，抜歯したそのままの歯を割り，水洗をもしないで，その割














shadow carbon replica を行ない，明確な所見を得たものである口
以上，村井君は，との研究によって複雑なエナメノレ質の組織構造の一端を知るとともに，それに関
しての推察を行なったもので，本論文は人歯エナメノレ質の微細構造について新たな知見を供するとと
もに重要な示唆を与えるもので，学位論文として価値あるものと考えられる。
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